
　すでに何度か紹介しておりますように、本年４月、

当所の組織が再編されました。電子情報部は、基

本的には従来の名称と業務を引き継いでおります

が、研究室の再編などがございましたので、改めて

部の概要を紹介させていただきます。

　ご承知のように、当地域のエレクトロニクス技

術は、自動車を頂点とする産業構造を反映して極

めて裾野の広いものになっています。産業界の広

がりと工業研究所の守備範囲を比べれば、面に対

するに点を以ってする感がありますが、引き続き

業務の集約化を進め、波及効果の高い強固な「点」

を形成しつつ、しかも、「面」に対して効果的な配

置となるよう努めてまいりたいと存じます。これ

を担う組織と担当分野は下記のようなものです。

【電子機器応用研究室】ＴＥＬ（０５２）６５４－９９２６

　環境試験・元素分析などによる電子機器・部品・

材料の信頼性評価技術。燃料電池・鉛フリーはんだ

技術など電子機器の環境対応技術。光・高周波を利

用した測定技術。

【情報・デバイス研究室】ＴＥＬ（０５２）６５４－９９４６

　電子セラミックス。画像を応用したシステム（計

測・制御）の改善・開発。動画像処理。組込みソフ

トウェアの開発、試験、教育。ソフトウェア工学標

準に基づいたソフトウェア製品、製造工程試験。

電磁ノイズに関する評価および対策技術。

【電子計測研究室】ＴＥＬ（０５２）６５４－９９３８

　音響・振動測定。熱・温度に関する材料物性の評

価、シミュレーションによる熱設計技術。耐振を

考慮した機器開発および信頼性向上に関する技術。

制御システムおよびセンシング技術の開発。

　さて、技術支援の具体的な手立てとしては、試験、

研究、人材育成、情報提供などがあり、今年度も積

極的な展開を図ってまいります。例えば、研究業

務では、「燃料電池の研究開発」をはじめ、様々な

機関・団体との８件の共同研究にも取り組んでまい

ります。人材育成では、昨年に引き続き二つの業

界対応専門研修を実施するとともに、「高度組込み

ソフトウェア開発技術者」の育成を目指す中小企業

産学連携製造中核人材育成事業にも取り組みます。

また、年明けの２月には、他団体とも協力して、

ディスプレイデバイス技術・環境対応技術をテーマ

に「先端技術フォーラム２００８名古屋」を開催してま

いります。

　いずれの事業も企業の皆様のご参加・ご利用とご

提言をいただくことによって有効な成果に繋がっ

てまいります。積極的なご活用とご協力をよろし

くお願いいたします。

（電子情報部長　濱田幸弘）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９４１

名古屋市工業研究所電子情報部
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　ポリカーボナートは、透明性、機械的強度、耐衝

撃性、電気的性質、寸法安定性に優れ、生産量は年

間４０万トンを超える主要なエンジニアリングプラ

スチックの一つです。その用途は、ＣＤやＤＶＤと

いった光ディスクのほかに、自動車のライトにも

利用されています。そして、その需要は年々増大

し、今後ますます増え続けることが予想されます。

　ポリカーボナートは一般的に、ビスフェノールＡ

とホスゲンの反応で合成されています。しかし、

原料であるビスフェノールＡは、人体に悪影響を及

ぼす恐れのある環境ホルモンの一種としてリスト

アップされています。また、ホスゲンは、第二次世

界大戦中に毒ガスとして使用されたほどの強い毒

性を有し、この合成方法は環境に著しい負荷を与

えています。そこで、ホスゲンの代わりに炭酸ジ

フェニルを用いるエステル交換法が開発されまし

た。ところが、この方法も毒性のあるフェノール

を副生成物として生じ、その上、得られるポリカー

ボナートが着色してしまうなどの欠点を有してい

ました。

　我々は、二酸化炭素をポリマー原料の一つとし

て利用し、ポリマーの中に二酸化炭素を固定する

研究を進めてきました。二酸化炭素は空気中に多

量に存在するため、石油に依存することはなく、原

料コストを考えても安価です。その一方、二酸化

炭素は地球温暖化の原因となっているため、世界

的にその発生を抑制する必要がある物質です。二

酸化炭素を原料として用いることができれば、安

価でかつ環境問題に積極的に取り組んだ新しい合

成方法となります。これは当所が取得している

ＩＳＯ１４００１の正の環境側面と言えます。しかし、二

酸化炭素は非常に反応性が低く、有機反応や高分

子合成反応にほとんど利用されていません。その

中で唯一、二酸化炭素とエポキシ化合物からポリ

カーボナートを合成する方法が知られています。

この反応は二酸化炭素を原料としていることが特

徴ですが、もう一つの原料がエポキシ化合物とい

う３員環状の特殊な構造を有した化合物であると

いう制限があります。そのため、得られるポリ

マーの構造は原料のエポキシ化合物に依存し、汎

用性に乏しい合成方法であると言えます。

　最近、Ｋ．Ｗ．Ｊｕｎｇらがセシウムカーボナート存

在下、アルコール、ハロゲン化物、二酸化炭素から

カーボナートを合成したという報告がありました。

我々は、このセシウムカーボナートをはじめとす

るアルカリ金属カーボナートに着目しました。

種々のアルカリ金属カーボナートを用いて同様の

実験を行ないましたが、やはりセシウムカーボ

ナートが最適であることがわかりました。そこで、

この反応を応用し、ジアルコールとしてパラキシ

リレングリコールまたはメタキシリレングリコー

ル、ジハライドとして１，６－ジブロモヘキサンを原

料とし、�－メチルピロリドンのような極性溶媒中

にこれらの原料とセシウムカーボナートを入れ、

そこに二酸化炭素ガスを吹き込みながら６０�で反

応を行なうと、ポリカーボナートが得られること

を見出しました。この反応の大きな特徴は、毒性

の強い化合物を使用しておらず、副生成物もすべ

て水溶性のもので環境にやさしいことです。さら

に、テトラブチルアンモニウムブロマイドのよう

な４級アンモニウム塩がこの反応を促進すること

も明らかにしました。

特許第３７６５１０１号

発明の名称「ポリカーボナートの製造方法」

特許権者：名古屋市

発 明 者：小田三都郎、福田博行

　ご興味のある方は、お問い合わせください。

（プラスチック材料研究室　小田三都郎）
ＴＥＬ（０５２）６５４－９９０５

カーボナート及びポリカーボナートの製法
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　ロボットハンドなどの機械を用いて、卵や豆腐

のような柔らかい材料をつかみあげる作業は容易

ではありません。これは機械には把持力を適切に

制御することが難しく、つかんでいる部分が滑っ

てしまったり、対象物をつぶしてしまったりする

ためです。人間がこの作業を容易に行うことがで

きるのは、指先にある触覚を使って対象物の硬さ

や手触りを感知し、つかむ力をコントロールして

いるためです。触覚センサーは、人間のように硬

さや手触りなどの対象物の特徴を読み取るための

センサーです。

　触覚センサーには様々な種類のものがあります

が、人間に近い柔軟性を備えたセンサーとしては、

カーボンや金属などの導電性粒子とゴムからなる

複合材が有名です。この複合材は力が加えられ変

形した際に、内部の導電性粒子間の接触点の数が

変化するため、電気抵抗率が変化します。これを

利用してセンシングを行いますが、こうした原理

だけでは、人間の指のような高い感度を持つ触覚

センサーを作製することは難しいと考えられてい

ます。

　柔軟性と高感度を兼ね備えた触覚センサーを作

るための材料として、岐阜大学元島研究室で開発

されたカーボンマイクロコイル（ＣＭＣ）が期待さ

れています。ＣＭＣはコイル径が１～１０μｍの非常

に小さなコイル形状の炭素繊維であり、このサイ

ズでもバネのように変形することが確認されてい

ます。さらに、ＣＭＣの電気抵抗は変形する際に増

加することが確認されています。

　当所においては産官学連携のもと、このＣＭＣを

利用した触覚センサー材料の開発に取り組んでき

ました。この結果、ＣＭＣを柔らかい樹脂と複合化

した場合は、他の炭素材（ＶＧＣＦ：直線状炭素繊維、

ＣＢ：カーボンブラック）と複合化した場合よりも、

はるかに変形に伴う電気抵抗率の変化が大きいこ

とがわかってきました。図１は各複合材に圧縮方

向の歪を加えた際の電気抵抗率の変化を示してい

ます。１０％の圧縮歪に対しＣＭＣ複合材の電気抵抗

率は１０００倍以上に増加しましたが、他の複合材で

はこのような変化は１０倍程度でした。ＣＭＣと柔ら

かい樹脂を複合化した場合、複合材が変形すると

内部のＣＭＣ自身も共に変形することがわかってい

ます。上記のＣＭＣ複合材の電気抵抗率の大きな変

化には、図２のように圧縮歪が加えられた際にＣＭ

Ｃが複合材と共に変形し、内部のＣＭＣ自身の電気

抵抗が増加していることが影響していると考えら

れています。こうした特性を利用することで、ＣＭ

Ｃ複合材は柔軟性と高感度を兼ね備えた新しい触覚

センサー材料として期待できます。ご興味のある

方はぜひご一報ください。

図２　複合材を圧縮した際のＣＭＣの変形

参考文献：マテリアルインテグレーション，１７（８）， 
ｐｐ．９－１６（２００４）．

（電子計測研究室　吉村圭二郎）
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カーボンマイクロコイルを利用した
触覚センサー材料の開発

図１　圧縮歪に対する複合材の電気抵抗率の変化



�

平成１９年度研究課題評価委員会
（事前・事後評価）の結果

おおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ

月刊 名工研・技術情報 １０月号
平成１９年１０月１日　発 行
№６８０ 発行部数　１，５００部
無　　料　特定配布
編集担当　名古屋市工業研究所

技　術　支　援　室

発　行 名 古 屋 市 工 業 研 究 所
名古屋市熱田区六番三丁目
　　　　　　　　４番４１号

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／

「この月刊名工研・技術情報は再生紙（古紙パルプ配合率１００％、白色度８０％）を使用しています。」

ＩＳＯ１４００１ Ｅ ０１－２４７

ＴＥＬ
ＦＡＸ

（０５２）６６１－３１６１
（０５２）６５４－６７８８

　本年７月５日�に平成１９年度名古屋市工業研究
所研究課題評価委員会を開催し、本年度から新た
に始める研究１件の事前評価および前年度で終了
した研究４件の事後評価を行いました。その結果
と当所の対応について公表します。
１．評価結果

�　事前評価

Ａ：計画通り実施する。Ｂ：一部修正して実施する。
Ｃ：計画を変更して実施する。
�　事後評価

Ａ：十分な研究成果が得られている。Ｂ：一定の研
究成果が得られている。Ｃ：十分な研究成果が得ら
れていない。
２．評価委員の主な意見と当所の対応の概要

�　事前評価

�　事後評価

※詳細については、当所のホームページ
（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／）をご覧下さい。

ＣＢＡ評 価 指 標

－１件－内 部 評 価

－－１件評価委員会の評価

ＣＢＡ評 価 指 標

－４件－内 部 評 価

－１件３件評価委員会の評価

評価委員の主な意見研究テーマ

　社会ニーズを具体化し、研究目
的を実問題に照らしてより明確化
しておくこと。
　ニーズ（目標の定量化）の明確
化と、材料設計の考え方が必要で
ある。

セラミック
スの耐熱部
品および耐
摩耗部品へ
の応用に関
する研究

当所の対応

　ニーズ調査等で早期により具体
的な用途を見出していく。材料設
計的考え方を取り入れつつ、工研
の独自技術を活用して研究を進展
させる。

評価委員の主な意見研究テーマ

　充分な成果をあげており、皮膜
の構造設計ができるようになると
実用化も見えてくる。
　実用化へのノウハウの蓄積と中
小企業が容易に実施できるレベル
への努力を期待する。

セラミック
スコーティ
ング膜の研
究開発

当所の対応

　委託事業でセラミックスコー
ティングの実用化研究を実施して
おり、今後も受託研究や共同研究
などにより適用分野の開拓および
実用化を図る。

　コスト的に見合う条件を明確に
する必要がある。事業化できれば
おもしろい。
　資源回収技術として更なる発展
が期待される。

プラスチッ
ク熱分解を
利用したリ
サイクル技
術に関する
検討

当所の対応

　本研究による金属回収ならびに
活性炭の製造手法が適用可能な企
業や業界団体との共同研究などに
より、技術移転をめざす。

　非常にレベルの高い研究で、企
業との共同研究をより活用される
とよい。
　知財戦略が気になる。実用化を
期待する。燃料電池の

材料開発お
よび実用化
技術開発

当所の対応

　今年度からの研究テーマにこれ
までの成果を取り入れ、企業およ
び大学との共同研究を充実させな
がら知財や技術開発に戦略的に取
り組む。

　金を更に効率よく回収し、銀及
びレアメタルを対象に入れていく
こと。回収された物の価格が高い
ものをねらうことは、事業化につ
ながりやすい。

泡沫分離法
に関する研
究開発 当所の対応

　当所オリジナルの向流接触型泡
沫分離法を用いて、希少元素の分
離濃縮への展開を図る。


